
10

20

JP 7297931 B2 2023.6.26

(19)日本国特許庁(JP) (12)特許公報(B2) (11)特許番号　　
特許第7297931号

(P7297931)
(24)登録日　令和5年6月16日(2023.6.16)(45)発行日　令和5年6月26日(2023.6.26)

(54)【発明の名称】　電子式にスリップコントロール可能な非人力ブレーキ設備を制御する方法、および非人力 
ブレーキ設備

(51)国際特許分類
　   Ｂ６０Ｔ 17/18 (2006.01)
　   Ｂ６０Ｔ 13/20 (2006.01)
　   Ｂ６０Ｔ 13/68 (2006.01)
　   Ｂ６０Ｔ 7/12 (2006.01)
　   Ｂ６０Ｔ 8/94 (2006.01)

ＦＩ
　Ｂ６０Ｔ 17/18 　　　　 　　　
　Ｂ６０Ｔ 13/20 　　　　 　　　
　Ｂ６０Ｔ 13/68 　　　　 　　　
　Ｂ６０Ｔ 7/12 　　　Ｄ 　　　
　Ｂ６０Ｔ 8/94 　　　　 　　　

(21)出願番号　 特願2021-563273(P2021-563273)
(86)(22)出願日　 令和2年3月18日(2020.3.18)
(65)公表番号　 特表2022-530105(P2022-530105 

A)
(43)公表日　 令和4年6月27日(2022.6.27)
(86)国際出願番号　 PCT/EP2020/057473
(87)国際公開番号　 WO2020/224845
(87)国際公開日　 令和2年11月12日(2020.11.12)

審査請求日　 令和3年10月25日(2021.10.25)
(31)優先権主張番号　102019206707.7      
(32)優先日　 令和1年5月9日(2019.5.9)
(33)優先権主張国・地域又は機関　

ドイツ(DE)

(73)特許権者　 591245473
ロベルト・ボッシュ・ゲゼルシャフト・ 
ミト・ベシュレンクテル・ハフツング
ＲＯＢＥＲＴ  ＢＯＳＣＨ  ＧＭＢＨ
ドイツ連邦共和国  ７０４４２  シュトゥ 
ットガルト  ポストファッハ  ３０  ０２  
２０

(74)代理人　 100177839
弁理士　大場  玲児

(74)代理人　 100172340
弁理士　高橋  始

(74)代理人　 100182626
弁理士　八島  剛

(72)発明者　 マルカルト  マルティン
ドイツ連邦共和国  ７８５６４  ライヒェ 

最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 パ イ ロ ッ ト 走 行 式 の 自 動 車 の た め の 電 子 式 に ス リ ッ プ コ ン ト ロ ー ル 可 能 な 非 人 力 ブ レ ー  
キ 設 備 （ １ ０ ） を 制 御 す る 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 非 人 力 ブ レ ー キ 設 備 （ １ ０ ） は 、
　 第 １ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト （ １ ２ ａ ） の 第 １ の 電 子 制 御 装 置 （ １ ６ ａ ） に 供 給 を す  
る た め の 第 １ の 電 圧 供 給 部 （ １ ４ ａ ） を 有 し 、
　 前 記 第 １ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト （ １ ２ ａ ） は 、 ブ レ ー キ 要 求 の 検 出 の た め に 運 転 者  
に よ り 操 作 可 能 な ブ レ ー キ 要 求 検 出 デ バ イ ス （ ４ ２ ～ ４ ６ ） と 、
　 検 出 さ れ た ブ レ ー キ 要 求 に 依 存 し て 前 記 非 人 力 ブ レ ー キ 設 備 （ １ ０ ） の ブ レ ー キ 回 路 （  
２ ０ ） で ブ レ ー キ 圧 力 を 生 成 す る た め に 電 気 式 に 作 動 可 能 な モ ー タ （ ２ ４ ） を 含 み 、 前 記  
モ ー タ （ ２ ４ ） に よ り 駆 動 さ れ る 第 １ の 圧 力 生 成 ユ ニ ッ ト （ ２ ２ ａ ） と 、 を 装 備 し 、
　 第 ２ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト （ １ ２ ｂ ） の 独 立 し た 第 ２ の 電 子 制 御 装 置 （ １ ６ ｂ ） に  
供 給 を す る た め の 、 前 記 第 １ の 電 圧 供 給 部 （ １ ４ ａ ） に 対 し て 独 立 し た 第 ２ の 電 圧 供 給 部  
（ １ ４ ｂ ） を 有 し 、
　 前 記 第 ２ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト （ １ ２ ｂ ） は 電 気 式 に 作 動 可 能 な 第 ２ の モ ー タ （ ２  
４ ｂ ） に よ り 駆 動 可 能 な 第 ２ の 圧 力 生 成 ユ ニ ッ ト （ ２ ２ ｂ ） を 有 し 、
　 少 な く と も 前 記 第 １ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト （ １ ２ ａ ） の 前 記 電 圧 供 給 部 を 監 視 す る  
た め の 監 視 デ バ イ ス （ ７ ０ ） を 有 し て い る 、
　 非 人 力 ブ レ ー キ 設 備 を 制 御 す る 方 法 に お い て 、

請求項の数　6　（全11頁）　最終頁に続く
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　 故 障 に 先 立 つ 前 記 第 １ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト （ １ ２ ａ ） の 前 記 電 圧 供 給 部 の 機 能 制  
約 が 前 記 監 視 デ バ イ ス （ ７ ０ ） に よ っ て 確 認 さ れ た と き に 、 前 記 ブ レ ー キ 回 路 （ ２ ０ ） で  
必 要 に 応 じ て 要 求 さ れ る ブ レ ー キ 圧 力 が 前 記 第 ２ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト （ １ ２ ｂ ） の  
前 記 第 ２ の 圧 力 生 成 ユ ニ ッ ト （ ２ ２ ｂ ） に よ っ て 調 整 さ れ 、
前 記 第 ２ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト （ １ ２ ｂ ） へ の ブ レ ー キ 圧 力 生 成 の 移 行 を も っ て 、 前  
記 第 １ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト （ １ ２ ａ ） が 前 記 圧 力 生 成 ユ ニ ッ ト （ ２ ２ ａ ） を 例 外 と  
し て 引 き 続 き 機 能 性 を 有 す る よ う に 前 記 第 １ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト （ １ ２ ａ ） の 所 要  
電 力 が 低 減 さ れ る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 、 非 人 力 ブ レ ー キ 設 備 を 制 御 す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ブ レ ー キ 回 路 （ ２ ０ ） で の ブ レ ー キ 圧 力 を 調 整 す る た め に 前 記 第 ２ の 圧 力 生 成 ユ ニ  
ッ ト （ ２ ２ ｂ ） の 前 記 モ ー タ （ ２ ４ ｂ ） が 電 気 式 に 作 動 す る こ と を も っ て 、 前 記 第 １ の 圧  
力 生 成 ユ ニ ッ ト （ ２ ２ ａ ） の 圧 力 発 生 器 を 駆 動 す る 前 記 モ ー タ （ ２ ４ ａ ） の 電 気 式 の 作 動  
が 停 止 さ れ る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 非 人 力 ブ レ ー キ 設 備 を 制 御 す る 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 ２ の 圧 力 生 成 ユ ニ ッ ト （ ２ ２ ｂ ） の 前 記 モ ー タ （ ２ ４ ｂ ） に 対 す る 作 動 信 号 が 付  
属 の 前 記 電 子 制 御 装 置 （ １ ６ ｂ ） に よ っ て 判 定 さ れ る と き に 、 前 記 第 １ の ア ク チ ュ エ ー タ  
ユ ニ ッ ト （ １ ２ ａ ） の 前 記 ブ レ ー キ 要 求 検 出 デ バ イ ス （ ４ ２ ～ ４ ６ ） の 信 号 が 考 慮 さ れ る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 非 人 力 ブ レ ー キ 設 備 を 制 御 す る 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 ブ レ ー キ 要 求 を 表 す 信 号 を 生 成 し て 前 記 第 ２ の 圧 力 生 成 ユ ニ ッ ト （ ２ ２ ｂ ） に 送 る た め  
に 前 記 第 １ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト （ １ ２ ａ ） の 各 デ バ イ ス が 利 用 さ れ 、
前 記 第 １ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト （ １ ２ ａ ） の 圧 媒 吸 入 弁 （ ３ ２ ） お よ び 圧 媒 吐 出 弁 （  
３ ４ ） を 用 い て ホ イ ー ル ス リ ッ プ コ ン ト ロ ー ル 機 能 お よ び ／ ま た は 走 行 安 定 性 コ ン ト ロ ー  
ル 機 能 が 引 き 続 き 必 要 時 に 実 行 さ れ る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ か ら ３ ま で の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 非 人 力 ブ レ ー キ 設 備 を  
制 御 す る 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
パ イ ロ ッ ト 走 行 式 の 自 動 車 の た め の 電 子 式 に ス リ ッ プ コ ン ト ロ ー ル 可 能 な 非 人 力 ブ レ ー キ  
設 備 （ １ ０ ） を 制 御 す る 方 法 で あ っ て 、
  前 記 非 人 力 ブ レ ー キ 設 備 （ １ ０ ） は 、
  第 １ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト （ １ ２ ａ ） の 第 １ の 電 子 制 御 装 置 （ １ ６ ａ ） に 供 給 を す  
る た め の 第 １ の 電 圧 供 給 部 （ １ ４ ａ ） を 有 し 、
  前 記 第 １ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト （ １ ２ ａ ） は 、 ブ レ ー キ 要 求 の 検 出 の た め に 運 転 者  
に よ り 操 作 可 能 な ブ レ ー キ 要 求 検 出 デ バ イ ス （ ４ ２ ～ ４ ６ ） と 、
検 出 さ れ た ブ レ ー キ 要 求 に 依 存 し て 前 記 非 人 力 ブ レ ー キ 設 備 （ １ ０ ） の ブ レ ー キ 回 路 （ ２  
０ ） で ブ レ ー キ 圧 力 を 生 成 す る た め に 電 気 式 に 作 動 可 能 な モ ー タ （ ２ ４ ） を 含 み 、 前 記 モ  
ー タ （ ２ ４ ） に よ り 駆 動 さ れ る 第 １ の 圧 力 生 成 ユ ニ ッ ト （ ２ ２ ａ ） と 、 を 装 備 し 、
  第 ２ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト （ １ ２ ｂ ） の 独 立 し た 第 ２ の 電 子 制 御 装 置 （ １ ６ ｂ ） に  
供 給 を す る た め の 、 前 記 第 １ の 電 圧 供 給 部 （ １ ４ ａ ） に 対 し て 独 立 し た 第 ２ の 電 圧 供 給 部  
（ １ ４ ｂ ） を 有 し 、
  前 記 第 ２ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト （ １ ２ ｂ ） は 電 気 式 に 作 動 可 能 な 第 ２ の モ ー タ （ ２  
４ ｂ ） に よ り 駆 動 可 能 な 第 ２ の 圧 力 生 成 ユ ニ ッ ト （ ２ ２ ｂ ） を 有 し 、
  少 な く と も 前 記 第 １ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト （ １ ２ ａ ） の 前 記 電 圧 供 給 部 を 監 視 す る  
た め の 監 視 デ バ イ ス （ ７ ０ ） を 有 し て い る 、
  非 人 力 ブ レ ー キ 設 備 を 制 御 す る 方 法 に お い て 、
  故 障 に 先 立 つ 前 記 第 １ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト （ １ ２ ａ ） の 前 記 電 圧 供 給 部 の 機 能 制  
約 が 前 記 監 視 デ バ イ ス （ ７ ０ ） に よ っ て 確 認 さ れ た と き に 、 前 記 ブ レ ー キ 回 路 （ ２ ０ ） で  
必 要 に 応 じ て 要 求 さ れ る ブ レ ー キ 圧 力 が 前 記 第 ２ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト （ １ ２ ｂ ） の  
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前 記 第 ２ の 圧 力 生 成 ユ ニ ッ ト （ ２ ２ ｂ ） に よ っ て 調 整 さ れ 、
ブ レ ー キ 要 求 を 表 す 信 号 を 生 成 し て 前 記 第 ２ の 圧 力 生 成 ユ ニ ッ ト （ ２ ２ ｂ ） に 送 る た め に  
前 記 第 １ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト （ １ ２ ａ ） の 各 デ バ イ ス が 利 用 さ れ 、
前 記 第 １ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト （ １ ２ ａ ） の 圧 媒 吸 入 弁 （ ３ ２ ） お よ び 圧 媒 吐 出 弁 （  
３ ４ ） を 用 い て ホ イ ー ル ス リ ッ プ コ ン ト ロ ー ル 機 能 お よ び ／ ま た は 走 行 安 定 性 コ ン ト ロ ー  
ル 機 能 が 引 き 続 き 必 要 時 に 実 行 さ れ る 、
  こ と を 特 徴 と す る 、 非 人 力 ブ レ ー キ 設 備 を 制 御 す る 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ か ら ５ ま で の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 に 基 づ い て 制 御 さ れ る 電 子 式 に ス リ ッ  
プ コ ン ト ロ ー ル 可 能 な 非 人 力 ブ レ ー キ 設 備 を 有 す る 、 パ イ ロ ッ ト 走 行 式 の 自 動 車 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 請 求 項 １ の 前 提 項 の 構 成 要 件 に 基 づ く 、 特 に パ イ ロ ッ ト 走 行 式 の 自 動 車 の た  
め の 電 子 式 に ス リ ッ プ コ ン ト ロ ー ル 可 能 な 非 人 力 ブ レ ー キ 設 備 を 制 御 す る 方 法 に 関 し 、 お  
よ び 、 請 求 項 ６ に 記 載 の パ イ ロ ッ ト 走 行 式 の 自 動 車 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 電 子 式 に ス リ ッ プ コ ン ト ロ ー ル 可 能 な 自 動 車 の 非 人 力 ブ レ ー キ 設 備 は 、 特 に 、 少 な く と  
も こ の よ う な 設 備 の 通 常 動 作 条 件 の も と で は 、 運 転 者 の 筋 力 に よ っ て ブ レ ー キ 圧 力 が 生 成  
さ れ る の で な い と い う 特 徴 が あ る 。 非 人 力 ブ レ ー キ 設 備 で は 、 運 転 者 は ブ レ ー キ 要 求 を 設  
定 す る た め に ブ レ ー キ 要 求 検 出 デ バ イ ス を 操 作 す る だ け で あ り 、 そ こ か ら 当 該 操 作 に 対 応  
す る 信 号 が ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト の 電 子 制 御 装 置 に 転 送 さ れ る 。 こ の 電 子 制 御 装 置 が 到  
来 し た 信 号 を 作 動 信 号 へ と 変 換 し 、 こ の 作 動 信 号 に よ っ て ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト の 圧 力  
発 生 器 の モ ー タ が 作 動 す る 。 こ れ を 受 け て ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト が ブ レ ー キ 設 備 の 少 な  
く と も １ つ の ブ レ ー キ 回 路 で 、 操 作 に 対 応 す る ブ レ ー キ 圧 力 を 非 人 力 に よ り 生 成 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 パ イ ロ ッ ト 走 行 式 の 車 両 で 非 人 力 ブ レ ー キ 設 備 を 採 用 す る た め に 、 こ の よ う な 種 類 の 非  
人 力 ブ レ ー キ 設 備 は 安 全 工 学 上 の 理 由 か ら 、 電 子 式 に 作 動 可 能 な 第 ２ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ  
ニ ッ ト を 装 備 し て い る 。 こ れ は 、 第 １ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト の 圧 力 生 成 ユ ニ ッ ト に 対  
し て 冗 長 的 な 第 ２ の 圧 力 生 成 ユ ニ ッ ト を 有 し て い る 。 第 ２ の 圧 力 生 成 ユ ニ ッ ト は 、 従 来 、  
第 １ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト の 故 障 が 生 じ た と き に ブ レ ー キ 圧 力 の 生 成 の た め に 利 用 さ  
れ る 。 こ れ ら の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト は そ れ ぞ れ の 機 能 の 保 全 の た め に 互 い に 独 立 し た  
電 子 制 御 装 置 に よ っ て 制 御 さ れ 、 そ れ に 加 え て 独 立 し た 電 圧 供 給 部 に 付 属 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 第 １ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト の 故 障 は さ ま ざ ま な 原 因 に 帰 す る こ と が で き 、 た と え ば  
第 １ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト の 圧 力 変 調 デ バ イ ス の 弁 に お け る 電 気 的 も し く は 機 械 的 な  
不 具 合 、 お よ び ／ ま た は 不 足 す る 電 圧 供 給 に 帰 す る こ と が で き 、 そ の た め に 付 属 の 電 子 制  
御 装 置 が 、 所 望 の ブ レ ー キ 圧 力 の 生 成 に 必 要 な モ ー タ の 所 要 電 力 を 印 加 す る こ と が で き な  
く な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 第 １ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト が 故 障 し た 場 合 、 第 ２ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト に よ っ  
て 引 き 続 き 高 い 信 頼 度 で 車 両 を 減 速 さ せ る こ と が で き る も の の 、 ブ レ ー キ プ ロ セ ス の 進 行  
中 に 故 障 が 発 生 し た と き 、 ブ レ ー キ 圧 力 を 生 成 す る ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト の こ の よ う な  
交 代 が 、 非 人 力 ブ レ ー キ 設 備 の 変 化 し た ブ レ ー キ 挙 動 に よ っ て 運 転 者 に 知 覚 可 能 と な る 。  
そ の 理 由 は 、 第 １ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト に 付 属 す る ブ レ ー キ 要 求 検 出 デ バ イ ス が 、 障  
害 の あ る 第 １ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト に 基 づ い て 利 用 で き な く な り 、 し た が っ て 、 第 ２  
の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト の セ ン サ 信 号 か ら 間 接 的 に 、 生 じ て い る ブ レ ー キ 要 求 を 導 き 出  
す こ と し か で き な く な る こ と に あ る 。 し か も 、 第 １ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト が 故 障 す る  
と 、 第 １ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト の 圧 力 変 調 デ バ イ ス の 弁 を ホ イ ー ル 個 別 的 な ブ レ ー キ  
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圧 力 コ ン ト ロ ー ル の た め に 利 用 で き な く な り 、 そ の た め 、 非 人 力 ブ レ ー キ 設 備 の 通 常 の ス  
リ ッ プ コ ン ト ロ ー ル 機 能 ま た は 走 行 安 定 性 コ ン ト ロ ー ル 機 能 を 制 約 の も と で し か 利 用 可 能  
で な く な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の よ う に 、 不 十 分 な エ ネ ル ギ ー 供 給 の も と で 差 し 迫 っ て い る 第 １ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ  
ニ ッ ト の 故 障 に 早 期 に 対 処 し 、 非 人 力 ブ レ ー キ 設 備 の こ の よ う な 種 類 の 機 能 変 化 や 挙 動 変  
化 に 対 応 す る と と も に 、 必 要 な 対 抗 措 置 を 開 始 す る 必 要 性 が あ る 。 こ の 関 連 に お い て 、 運  
転 者 に 警 告 メ ッ セ ー ジ を 発 す る こ と が 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 特 許 文 献 １ ま た は 特 許 文 献 ２ に は 、 第 １ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト の 目 前 に 迫 っ た 故 障  
を 早 期 に 認 識 す る 方 法 お よ び 装 置 が 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 基 礎 と な る 、 ２ つ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト を 有 す る 電 子 式 に ス リ ッ プ コ ン ト  
ロ ー ル 可 能 な 非 人 力 ブ レ ー キ 設 備 の 液 圧 回 路 図 が 、 た と え ば 先 出 願 で あ る 特 許 文 献 ３ か ら  
公 知 で あ る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 文 献 】 ド イ ツ 特 許 出 願 公 開 第 １ ０ ２ ０ １ ０ ０ ５ ６ ０ ０ ６ Ａ １ 号 明 細 書
ド イ ツ 特 許 出 願 公 開 第 １ ０ ２ ０ １ ５ ２ ２ １ ７ ２ ５ Ａ １ 号 明 細 書
ド イ ツ 特 許 出 願 公 開 第 １ ０ ２ ０ １ ８ ２ ０ ２ ２ ８ ７ Ａ １ 号 明 細 書
【 発 明 の 概 要 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 １ の 構 成 要 件 に 基 づ く 本 発 明 は 、 第 １ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト の 潜 在 的 な 故 障  
の 前 段 階 で す で に 、 こ の 第 １ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト へ の 高 い 所 要 電 力 を 伴 う こ と に な  
る 非 人 力 ブ レ ー キ 設 備 の 機 能 が 第 ２ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト へ と 移 転 さ れ る こ と を 提 案  
す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 す な わ ち 、 高 い 電 気 出 力 を 必 要 と す る ブ レ ー キ 圧 力 生 成 が 第 ２ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ  
ト の 圧 力 発 生 器 に よ っ て 行 わ れ 、 そ れ に 伴 い 、 第 １ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト の 電 圧 供 給  
部 の 電 気 的 負 荷 が 軽 減 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の こ と は 、 第 １ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト で の 考 え ら れ る 電 圧 デ ィ ッ プ の リ ス ク の 最  
小 化 と い う 形 で 作 用 し 、 し た が っ て 、 第 １ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト の 電 子 制 御 装 置 の 初  
期 状 態 へ の 差 し 迫 っ た リ セ ッ ト を 防 止 す る 。 第 １ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト の ブ レ ー キ 要  
求 検 出 デ バ イ ス は 、 そ の セ ン サ 機 構 や た と え ば 圧 力 変 調 ユ ニ ッ ト な ど の ア ク チ ュ エ ー タ 機  
構 の 少 な い 所 要 電 力 に 基 づ い て 引 き 続 き 機 能 性 を 保 ち 、 そ れ に よ り 、 ブ レ ー キ 要 求 が 依 然  
と し て 直 接 的 に 検 出 さ れ て 、 第 ２ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト の 制 御 装 置 に よ っ て も ブ レ ー  
キ 圧 力 生 成 の た め の 入 力 量 と し て 利 用 す る こ と が で き る 。 そ れ に よ り 、 第 １ の ア ク チ ュ エ  
ー タ ユ ニ ッ ト の 障 害 発 生 時 で さ え 、 非 人 力 ブ レ ー キ 設 備 の ブ レ ー キ 挙 動 が 運 転 者 に と っ て  
わ ず か し か 変 化 し な い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ れ に 加 え て 、 非 人 力 ブ レ ー キ 設 備 の ス リ ッ プ コ ン ト ロ ー ル 機 能 を 引 き 続 き 利 用 す る こ  
と が で き る 。 そ の た め に 必 要 な 第 １ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト の 圧 力 変 調 デ バ イ ス の 弁 が  
、 同 じ く 低 い 電 気 出 力 の 所 要 量 に 基 づ き 、 生 じ て い る 機 能 障 害 に も か か わ ら ず な お も 十 分  
に 電 力 供 給 を 受 け る か ら で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 に よ る と 、 ブ レ ー キ プ ロ セ ス の 進 行 時 に 故 障 に 先 立 つ 第 １ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ  
ッ ト の 電 圧 供 給 部 の 機 能 制 約 が 相 応 の 監 視 デ バ イ ス に よ っ て 確 認 さ れ た と き 、 す で に 第 １  
の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト の モ ー タ の 作 動 が 取 り 消 さ れ 、 そ の 代 わ り に 第 ２ の ア ク チ ュ エ  
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ー タ ユ ニ ッ ト の 圧 力 生 成 ユ ニ ッ ト の モ ー タ が 、 ブ レ ー キ 回 路 で の ブ レ ー キ 圧 力 調 整 と ブ レ  
ー キ 圧 力 制 御 の た め に 作 動 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の そ の 他 の 利 点 や 好 ま し い 発 展 例 は 、 従 属 請 求 項 お よ び ／ ま た は 以 下 の 説 明 か ら  
明 ら か と な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 第 ２ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト の モ ー タ ユ ニ ッ ト へ の 作 動 信 号 の 判 定 に あ た っ て 、 第 １  
の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト の ブ レ ー キ 要 求 検 出 デ バ イ ス の 信 号 が 基 礎 と さ れ る の が 好 ま し  
い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 第 １ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト の 電 圧 供 給 部 を 監 視 す る た め の デ バ イ ス は 、 第 １ ま た は  
第 ２ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト の 電 子 制 御 装 置 に 組 み 込 む こ と が で き 、 ま た は 、 別 個 の モ  
ジ ュ ー ル と し て ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト の 電 圧 供 給 部 に 接 続 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の 実 施 例 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 以 下 の 記 述 に お い て 詳 し く 説 明 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
【 図 １ 】 特 に パ イ ロ ッ ト 走 行 式 の 自 動 車 の た め に 意 図 さ れ る 、 こ こ で の 関 連 に お い て 本 発  
明 の 基 礎 と な る 従 来 技 術 か ら 周 知 の 電 子 式 に ス リ ッ プ コ ン ト ロ ー ル 可 能 な 非 人 力 ブ レ ー キ  
を 示 す 液 圧 回 路 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 こ の 非 人 力 ブ レ ー キ 設 備 を 制 御 す る 方 法 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 １ に 示 す 電 子 式 に ス リ ッ プ コ ン ト ロ ー ル 可 能 な 非 人 力 ブ レ ー キ 設 備 １ ０ は 、 互 い に 液  
圧 配 管 さ れ た ２ つ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト １ ２ ａ ； １ ２ ｂ で 構 成 さ れ て い る 。 両 方 の ア  
ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト １ ２ ａ ； １ ２ ｂ は 、 そ れ ぞ れ 他 方 の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト に 対 し  
て 独 立 し た 独 自 の 電 圧 供 給 部 １ ４ ａ ； １ ４ ｂ と 、 独 自 の 電 子 制 御 装 置 １ ６ ａ ； １ ６ ｂ と 、  
を 含 む 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 第 １ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト １ ２ ａ は 、 こ れ に 接 続 さ れ た 全 部 で ４ つ の ホ イ ー ル ブ レ  
ー キ １ ８ に 圧 媒 を ブ レ ー キ 圧 力 の も と で 供 給 す る 。 そ の た め に そ れ ぞ れ ２ つ の ホ イ ー ル ブ  
レ ー キ １ ８ が 、 全 部 で ２ つ の ブ レ ー キ 回 路 ２ ０ ａ ； ２ ０ ｂ に ま と め ら れ て い る 。 こ れ ら の  
ブ レ ー キ 回 路 ２ ０ の ブ レ ー キ 圧 力 は 、 非 人 力 ブ レ ー キ 設 備 １ ０ の 通 常 動 作 条 件 の も と で は  
、 第 １ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト １ ２ ａ の 圧 力 生 成 ユ ニ ッ ト ２ ２ ａ に よ っ て 生 成 さ れ る 。  
こ の 圧 力 生 成 ユ ニ ッ ト ２ ２ ａ は 、 プ ラ ン ジ ャ シ リ ン ダ ２ ６ お よ び そ の 中 で ス ラ イ ド 可 能 に  
収 容 さ れ た プ ラ ン ジ ャ ピ ス ト ン ２ ８ を 有 す る プ ラ ン ジ ャ ユ ニ ッ ト を 操 作 す る た め の 電 子 式  
に 作 動 可 能 な モ ー タ ２ ４ ａ を 含 ん で い る 。 プ ラ ン ジ ャ ピ ス ト ン は モ ー タ ２ ４ ａ に よ り 、 こ  
れ ら の 間 に 介 在 す る ギ ヤ を 介 し て 並 進 運 動 を す る よ う に 駆 動 さ れ 、 そ の 際 に 圧 媒 を プ ラ ン  
ジ ャ ユ ニ ッ ト の プ ラ ン ジ ャ 作 業 室 ３ ０ か ら 両 方 の 接 続 さ れ た ブ レ ー キ 回 路 ２ ０ ａ ； ２ ０ ｂ  
の 中 に 押 し 除 け る 。 こ れ を 受 け て ブ レ ー キ 回 路 ２ ０ ａ ； ２ ０ ｂ で ブ レ ー キ 圧 力 が 生 成 さ れ  
、 そ の 大 き さ は 、 そ の 中 へ と 押 し 除 け ら れ る 圧 媒 容 積 の 量 に 依 存 し 、 そ れ に 伴 っ て 最 終 的  
に 、 プ ラ ン ジ ャ ピ ス ト ン ２ ８ の 進 ん だ 操 作 ス ト ロ ー ク に 依 存 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 自 動 車 の そ れ ぞ れ の ホ イ ー ル で の ス リ ッ プ 状 況 に 合 わ せ て こ の ブ レ ー キ 圧 力 を ホ イ ー ル  
個 別 的 に 適 合 化 す る た め に 、 第 １ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト １ ２ ａ は 圧 力 変 調 デ バ イ ス を  
さ ら に 有 し て い る 。 こ れ は 存 在 す る ホ イ ー ル ブ レ ー キ １ ８ ご と に 、 そ れ ぞ れ １ つ の 圧 媒 吸  
入 弁 ３ ２ と 圧 媒 吐 出 弁 ３ ４ と で 構 成 さ れ る 。 こ れ ら の 弁 は 電 子 式 に 操 作 可 能 で あ り 、 圧 媒  
吸 入 弁 ３ ２ の 場 合 に は 導 通 位 置 か ら 遮 断 位 置 へ 移 行 さ せ る こ と が で き 、 ま た は 圧 媒 吐 出 弁  
３ ４ の 場 合 に は 遮 断 位 置 か ら 導 通 位 置 へ 移 行 さ せ る こ と が で き る 。 圧 媒 吐 出 弁 ３ ４ は 切 換  
弁 で あ り 、 そ れ に 対 し て 圧 媒 吸 入 弁 ３ ２ は 、 改 善 さ れ た ブ レ ー キ 圧 力 制 御 の た め に 比 例 弁  
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と し て 製 作 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 圧 力 変 調 デ バ イ ス ３ ２ ， ３ ４ と プ ラ ン ジ ャ ユ ニ ッ ト ２ ６ ， ２ ８ ， ３ ０ と の 間 に 、 各 々 の  
ブ レ ー キ 回 路 ２ ０ ａ ； ２ ０ ｂ は い わ ゆ る プ ラ ン ジ ャ 制 御 弁 ３ ６ を 装 備 し て い る 。 こ の プ ラ  
ン ジ ャ 制 御 弁 ３ ６ を 用 い て 、 こ の プ ラ ン ジ ャ ユ ニ ッ ト ２ ６ ， ２ ８ ， ３ ０ と ブ レ ー キ 回 路 ２  
０ ａ ； ２ ０ ｂ と の 間 の 圧 媒 接 続 を 制 御 可 能 で あ る 。 そ れ ぞ れ の 弁 を 非 通 電 の 状 態 で 示 す 、  
図 示 し て い る 基 本 位 置 と は 逆 に 、 プ ラ ン ジ ャ 制 御 弁 ３ ６ は 非 人 力 ブ レ ー キ 設 備 １ ０ の 通 常  
動 作 状 態 で は 通 電 さ れ 、 そ れ に 伴 っ て 開 か れ る 。 プ ラ ン ジ ャ ピ ス ト ン ２ ８ が 外 側 の 方 向 転  
換 点 に 達 し 、 プ ラ ン ジ ャ ピ ス ト ン ２ ８ の 運 動 方 向 の 反 転 に よ っ て プ ラ ン ジ ャ 作 業 室 ３ ０ が  
、 圧 媒 の 備 蓄 容 器 ３ ８ へ と 直 接 通 じ る 圧 媒 接 続 部 を 介 し て 新 し い 圧 媒 で 充 填 さ れ る と 、 必  
要 に 応 じ て プ ラ ン ジ ャ 制 御 弁 が 時 間 を 限 定 し て 閉 じ ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 さ ら に 、 各 々 の ブ レ ー キ 回 路 ２ ０ ａ ； ２ ０ ｂ は 回 路 分 離 弁 ４ ０ を 装 備 し て い る 。 こ れ ら  
の 回 路 分 離 弁 ４ ０ は プ ラ ン ジ ャ 制 御 弁 ３ ６ と 並 列 に つ な が れ て い て 、 第 １ の ア ク チ ュ エ ー  
タ ユ ニ ッ ト １ ２ ａ が 第 ２ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト １ ２ ｂ と 接 触 す る と き に 介 在 す る ２ つ  
の 圧 媒 接 続 部 を 制 御 す る 。 回 路 分 離 弁 ４ ０ は 、 通 常 動 作 条 件 の も と で 電 子 式 の 作 動 に よ り  
遮 断 位 置 へ と 切 り 換 え ら れ る 常 時 開 の 切 換 弁 と し て 製 作 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ れ に 加 え て 第 １ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト １ ２ ａ は 、 ブ レ ー キ 要 求 検 出 デ バ イ ス を さ  
ら に 有 し て い る 。 こ れ は 、 一 例 と し て ブ レ ー キ ペ ダ ル ４ ４ の 形 態 で 製 作 さ れ て い る 操 作 部  
材 に よ っ て 操 作 可 能 な マ ス タ ブ レ ー キ シ リ ン ダ ４ ２ で 構 成 さ れ る 。 ブ レ ー キ ペ ダ ル ４ ４ の  
操 作 ス ト ロ ー ク が ス ト ロ ー ク セ ン サ ４ ６ で 検 出 さ れ て 、 第 １ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト １  
２ ａ に 付 属 す る 第 １ の 制 御 装 置 １ ６ ａ に 供 給 さ れ る 。 こ の 制 御 装 置 １ ６ ａ が ス ト ロ ー ク 信  
号 か ら 、 第 １ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト １ ２ ａ の 圧 力 生 成 ユ ニ ッ ト ２ ２ ａ の モ ー タ ２ ４ ａ  
に 対 す る 作 動 信 号 を 判 定 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 マ ス タ ブ レ ー キ シ リ ン ダ ４ ２ は 、 そ れ ぞ れ 付 属 の マ ス タ ブ レ ー キ シ リ ン ダ ピ ス ト ン ５ ０  
ａ ； ５ ０ ｂ に よ っ て 区 切 ら れ た ２ つ の シ リ ン ダ 室 ４ ８ ａ ； ４ ８ ｂ を 有 し て い る 。 ブ レ ー キ  
ペ ダ ル ４ ４ の 操 作 に 伴 い 、 マ ス タ ブ レ ー キ シ リ ン ダ ピ ス ト ン ５ ０ の う ち 少 な く と も 一 方 が  
付 属 の シ リ ン ダ 室 ４ ８ の 容 積 が 縮 小 す る 方 向 に 動 く 。 両 方 の シ リ ン ダ 室 ４ ８ は 、 液 圧 式 の  
圧 媒 の た め の 備 蓄 容 器 ３ ８ に 接 続 さ れ て い る 。 圧 媒 を 通 す ２ つ の 通 路 が 、 マ ス タ ブ レ ー キ  
シ リ ン ダ ４ ２ の シ リ ン ダ 室 ４ ８ か ら さ ら に 第 ２ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト １ ２ ｂ へ と 通 じ  
て お り 、 そ こ で 第 ２ の 圧 力 生 成 ユ ニ ッ ト ２ ２ ｂ の 圧 力 側 と 接 触 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 最 後 に 第 １ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト １ ２ ａ は 、 ペ ダ ル ス ト ロ ー ク シ ミ ュ レ ー タ ５ ２ を  
さ ら に 含 ん で い る 。 こ れ は 、 弾 性 的 な 復 帰 部 材 の 力 に 抗 し て シ ミ ュ レ ー タ シ リ ン ダ の 中 で  
ス ラ イ ド 可 能 な シ ミ ュ レ ー タ ピ ス ト ン か ら な る デ バ イ ス で あ る 。 シ ミ ュ レ ー タ ピ ス ト ン と  
シ ミ ュ レ ー タ シ リ ン ダ に よ り 包 囲 さ れ る シ ミ ュ レ ー タ 室 が 、 作 動 可 能 な シ ミ ュ レ ー タ 制 御  
弁 ５ ４ を 介 し て 、 ブ レ ー キ ペ ダ ル ４ ４ の ほ う を 向 い て い る マ ス タ ブ レ ー キ シ リ ン ダ ４ ２ の  
第 １ の シ リ ン ダ 室 ４ ８ ａ と 圧 媒 導 通 式 に 接 続 さ れ て い る 。 非 人 力 ブ レ ー キ 設 備 １ ０ の 通 常  
動 作 条 件 の も と で シ ミ ュ レ ー タ 制 御 弁 ５ ４ が 開 い て い る と き 、 シ ミ ュ レ ー タ 室 は 、 操 作 さ  
れ た マ ス タ ブ レ ー キ シ リ ン ダ ４ ２ の こ の 第 １ の シ リ ン ダ 室 ４ ８ ａ か ら 押 し 除 け ら れ る 圧 媒  
を 収 容 す る 。 こ の よ う に シ ミ ュ レ ー タ 室 は 、 圧 媒 が 第 １ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト １ ２ ａ  
か ら 第 ２ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト １ ２ ｂ へ と 移 送 さ れ る こ と な し に 、 ブ レ ー キ ペ ダ ル ４  
４ の 操 作 ス ト ロ ー ク を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 第 ２ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト １ ２ ｂ も 、 互 い に 分 離 さ れ た ２ つ の 第 ２ の 圧 媒 回 路 ５ ８  
ａ ； ５ ８ ｂ に 同 じ く 分 割 さ れ て い る 。 こ れ ら の 圧 媒 回 路 ５ ８ ａ ； ５ ８ ｂ は ほ ぼ 同 一 に 構 成  
さ れ て お り 、 第 １ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト １ ２ ａ の 圧 力 生 成 ユ ニ ッ ト ２ ２ ａ に 対 し て 冗  
長 的 な 第 ２ の 圧 力 生 成 ユ ニ ッ ト ２ ２ ｂ に よ り ブ レ ー キ 圧 力 を 印 加 す る こ と が で き る 。 そ の  



10

20

30

40

50

JP 7297931 B2 2023.6.26(7)

た め に 第 ２ の 圧 力 生 成 ユ ニ ッ ト ２ ２ ｂ は 、 作 動 可 能 な 第 ２ の モ ー タ ２ ４ ｂ に よ り 一 緒 に 駆  
動 可 能 で あ る 全 部 で ２ つ の ポ ン プ 部 材 ５ ６ で 構 成 さ れ る 。 各 々 の ポ ン プ 部 材 ５ ６ の 吸 込 側  
が 、 圧 媒 の 備 蓄 容 器 ３ ８ と 直 接 的 に 接 触 し て い る 。 圧 力 側 で は 、 第 ２ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ  
ニ ッ ト １ ２ ｂ の 各 々 の ポ ン プ 部 材 ５ ６ は 、 そ れ ぞ れ の 回 路 分 離 弁 ４ ０ の 上 流 側 で 、 第 １ の  
ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト １ ２ ａ の 両 方 の ブ レ ー キ 回 路 ２ ０ ａ ； ２ ０ ｂ の う ち の 一 方 と 接 触  
し て い る 。 第 ２ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト １ ２ ｂ の 各 々 の 圧 媒 回 路 ５ ８ ａ ； ５ ８ ｂ は 、 作  
動 可 能 な 切 換 弁 ６ ０ を さ ら に 有 し て い る 。 こ の 切 換 弁 ６ ０ は 必 要 時 に 、 第 ２ の ア ク チ ュ エ  
ー タ ユ ニ ッ ト １ ２ ｂ の ポ ン プ 部 材 ５ ６ の 圧 力 側 と 第 １ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト １ ２ ａ の  
回 路 分 離 弁 ４ ０ と の 間 で 、 ま た は 、 第 ２ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト １ ２ ｂ の ポ ン プ 部 材 ５  
６ の 圧 力 側 と マ ス タ ブ レ ー キ シ リ ン ダ ４ ２ の シ リ ン ダ 室 ４ ８ と の 間 で 、 液 圧 接 続 を 成 立 さ  
せ る 。 切 換 弁 ６ ０ が 遮 断 位 置 か ら 導 通 位 置 へ と 移 行 す る こ と で 圧 媒 回 路 ５ ８ ａ ， ５ ８ ｂ の  
ブ レ ー キ 圧 力 を コ ン ト ロ ー ル 可 能 で あ り 、 そ れ に 伴 い 、 第 ２ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト １  
２ ｂ の 圧 力 生 成 ユ ニ ッ ト ２ ２ ｂ が ホ イ ー ル ブ レ ー キ １ ８ に 印 加 す る 圧 力 を コ ン ト ロ ー ル 可  
能 で あ る 。 こ の 切 換 弁 ６ ０ は 常 時 開 の 切 換 弁 で あ り 、 逆 止 め 弁 ６ ２ に よ り 制 御 さ れ る バ イ  
パ ス ６ ４ が こ れ と 並 列 に つ な が れ る 。 逆 止 め 弁 ６ ２ は 、 切 換 弁 ６ ０ が 閉 じ て い る と き に 圧  
媒 が ポ ン プ 部 材 ５ ６ の 圧 力 側 か ら マ ス タ ブ レ ー キ シ リ ン ダ ４ ２ に 向 か っ て 流 出 す る の を 防  
止 し 、 そ れ と 同 時 に 、 第 ２ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト １ ２ ｂ が ア ク テ ィ ブ に な っ た と き 、  
運 転 者 が マ ス タ ブ レ ー キ シ リ ン ダ ４ ２ の 操 作 に よ っ て ホ イ ー ル ブ レ ー キ １ ８ に ブ レ ー キ 圧  
力 を 印 加 で き る こ と を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 マ ス タ ブ レ ー キ シ リ ン ダ ４ ２ と 第 ２ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト １ ２ ｂ の 圧 媒 接 続 部 に あ  
る 圧 力 セ ン サ ６ ６ が 、 運 転 者 に よ り 設 定 さ れ る ブ レ ー キ 圧 力 を 測 定 す る 。 こ の 測 定 値 は 従  
来 、 第 １ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト １ ２ ａ が 故 障 し た と き に 生 じ て い る ブ レ ー キ 要 求 を 表  
す も の で あ り 、 こ の ブ レ ー キ 要 求 が 第 ２ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト １ ２ ｂ の 電 子 制 御 装 置  
１ ６ ｂ に よ り 、 第 ２ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト １ ２ ｂ の ポ ン プ 部 材 ５ ６ の モ ー タ ２ ４ ｂ に  
対 す る 作 動 信 号 を 判 定 す る た め の 入 力 量 と し て 利 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 非 人 力 ブ レ ー キ 設 備 １ ０ の 障 害 の な い 動 作 時 に は 、 運 転 者 が 自 ら の ブ レ ー キ 要 求 に 応 じ  
て ブ レ ー キ ペ ダ ル ４ ４ を 操 作 す る 。 そ の 際 に 圧 媒 は 、 ペ ダ ル ス ト ロ ー ク シ ミ ュ レ ー タ ５ ２  
に 接 続 さ れ た マ ス タ ブ レ ー キ シ リ ン ダ 室 ４ ８ か ら 、 開 い て い る シ ミ ュ レ ー タ 制 御 弁 ５ ４ の  
も と で シ ミ ュ レ ー タ 室 の 中 へ と 押 し 除 け ら れ て 、 ブ レ ー キ ペ ダ ル ４ ４ が そ れ に 応 じ た ペ ダ  
ル ス ト ロ ー ク を 進 む 。 こ の ペ ダ ル ス ト ロ ー ク が 第 １ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト １ ２ ａ の ブ  
レ ー キ 要 求 検 出 デ バ イ ス の ス ト ロ ー ク セ ン サ ４ ６ に よ り 検 出 さ れ て 、 こ の 第 １ の ア ク チ ュ  
エ ー タ ユ ニ ッ ト １ ２ ａ の 電 子 制 御 装 置 １ ６ ａ に 入 力 量 と し て 供 給 さ れ る 。 制 御 装 置 １ ６ ａ  
は 、 検 出 さ れ た ペ ダ ル ス ト ロ ー ク か ら 、 第 １ の 圧 力 生 成 ユ ニ ッ ト ２ ２ ａ の モ ー タ ２ ４ ａ に  
対 す る 作 動 信 号 を 判 定 し 、 し た が っ て こ の 圧 力 生 成 ユ ニ ッ ト が ブ レ ー キ 回 路 ２ ０ ａ で 、 こ  
の ペ ダ ル ス ト ロ ー ク に 比 例 す る ブ レ ー キ 圧 力 を 生 成 す る 。 場 合 に よ り 、 こ の ブ レ ー キ 圧 力  
が 変 調 デ バ イ ス の 圧 媒 吸 入 弁 ３ ２ お よ び 圧 媒 吐 出 弁 ３ ４ に よ り ホ イ ー ル 個 別 的 に 、 そ れ ぞ  
れ 付 属 の ホ イ ー ル で 生 じ て い る ス リ ッ プ 状 況 に 合 わ せ て 適 合 化 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 第 ２ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト １ ２ ｂ は こ の よ う な 通 常 ブ レ ー キ 動 作 中 に は パ ッ シ ブ で  
あ り 、 そ れ に 応 じ て 、 説 明 し た ブ レ ー キ 圧 力 生 成 ま た は ブ レ ー キ 圧 力 制 御 に は 関 与 し な い  
。 こ の と き 第 １ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト １ ２ ａ の 回 路 分 離 弁 ４ ０ は 遮 断 位 置 を と り 、 そ  
れ に 伴 い 、 第 ２ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト １ ２ ｂ を 第 １ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト １ ２ ａ  
か ら 液 圧 的 に 切 り 離 す 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 従 来 技 術 で は 、 第 １ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト １ ２ ａ が 故 障 し た と き に そ の 各 弁 は 、 図  
面 に 示 す よ う な 基 本 位 置 を と る 。 こ の 基 本 位 置 に あ る と き 、 プ ラ ン ジ ャ 制 御 弁 ３ ６ 、 シ ミ  
ュ レ ー タ 制 御 弁 ５ ４ 、 お よ び 圧 媒 吐 出 弁 ３ ４ は 閉 じ て お り 、 そ れ に 対 し て 回 路 分 離 弁 ４ ０  
と 圧 媒 吸 入 弁 ３ ２ は 開 い て い る 。
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【 ０ ０ ３ ３ 】
　 第 ２ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト １ ２ ｂ は 、 そ の 分 離 さ れ た 電 圧 供 給 部 １ ４ ｂ に 基 づ き 、  
お よ び そ の 分 離 さ れ た 電 子 制 御 装 置 １ ６ ｂ に 基 づ き 、 第 １ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト １ ２  
ａ の 故 障 に も か か わ ら ず 全 面 的 に 機 能 性 を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の よ う に 、 第 ２ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト １ ２ ｂ の 切 換 弁 ６ ０ が 電 子 式 に 作 動 す る こ  
と は 、 マ ス タ ブ レ ー キ シ リ ン ダ ４ ２ と ポ ン プ 部 材 ５ ６ の 圧 力 側 と の 接 続 が 遮 断 さ れ る こ と  
に つ な が り 、 そ れ に 対 し て 、 第 １ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト １ ２ ａ の ブ レ ー キ 回 路 ２ ０ と  
ポ ン プ 部 材 ５ ６ の 圧 力 側 と の 接 続 が 開 い た 回 路 分 離 弁 ４ ０ を 介 し て 成 立 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 そ れ に 応 じ て 、 付 属 の モ ー タ ２ ４ ｂ の 電 気 式 の 作 動 に よ り 第 ２ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ  
ト １ ２ ｂ の ポ ン プ 部 材 ５ ６ が 操 作 さ れ る こ と を も っ て 、 ホ イ ー ル ブ レ ー キ １ ８ へ の 印 加 の  
た め に 必 要 な ブ レ ー キ 圧 力 が 生 成 さ れ る 。 ブ レ ー キ 要 求 は 、 こ の よ う な 従 来 型 の 方 式 の ケ  
ー ス で は 、 第 ２ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト １ ２ ｂ の 圧 力 セ ン サ ６ ６ の 信 号 か ら 導 き 出 さ れ  
る 。 そ の た め に 圧 力 セ ン サ 信 号 が 第 ２ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト １ ２ ｂ の 電 子 制 御 装 置 １  
６ ｂ に よ り 作 動 信 号 へ と 変 換 さ れ 、 こ れ に よ っ て モ ー タ ２ ４ ｂ が 作 動 す る 。 ポ ン プ 部 材 ５  
６ に よ り 生 成 さ れ る ブ レ ー キ 圧 力 が 、 開 い た 回 路 分 離 弁 ４ ０ と 、 同 じ く 開 い た 第 １ の ア ク  
チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト １ ２ ａ の 圧 媒 吸 入 弁 ３ ２ と を 介 し て 、 接 続 さ れ て い る ホ イ ー ル ブ レ ー  
キ １ ８ に 到 達 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 冒 頭 で 述 べ た と お り 、 第 ２ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト １ ２ ｂ の 圧 力 セ ン サ ６ ６ の 信 号 を  
参 照 し て ブ レ ー キ 要 求 を 検 出 す る こ と は 、 完 全 に 満 足 の い く も の で は な い 。 ブ レ ー キ 要 求  
の 間 接 的 な 検 出 に よ っ て 、 非 人 力 ブ レ ー キ 設 備 １ ０ の ブ レ ー キ 挙 動 が 運 転 者 に 知 覚 可 能 な  
よ う に 変 化 す る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 本 発 明 は こ の よ う な 欠 点 に 対 処 す る も の で あ り 、 そ れ は 、 ブ レ ー キ プ ロ セ ス の 進 行 中 に  
第 １ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト １ ２ ａ に よ る ブ レ ー キ 圧 力 生 成 を 、 第 １ の ア ク チ ュ エ ー タ  
ユ ニ ッ ト １ ２ ａ が す で に 故 障 し て い る と き に 初 め て 第 ２ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト １ ２ ｂ  
へ 移 行 さ せ る の で な く 、 第 １ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト １ ２ ａ の 予 想 さ れ る 故 障 の 前 段 階  
で す で に 、 す な わ ち 従 来 技 術 で 知 ら れ て い る 方 法 に よ っ て 第 １ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト  
１ ２ ａ の 電 圧 供 給 部 で の 機 能 制 約 ま た は 非 妥 当 性 が 確 認 さ れ た と き に 、 移 行 さ せ る こ と を  
提 案 す る こ と に よ る 。 そ の よ う な 機 能 制 約 ま た は 非 妥 当 性 は 故 障 に 先 立 っ て 起 こ る こ と が  
あ り 、 第 １ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト １ ２ ａ の 電 圧 供 給 部 １ ４ ａ を 監 視 す る デ バ イ ス ７ ０  
に よ っ て 早 期 に 認 識 す る こ と が で き る 。 そ の た め に 、 こ の よ う な 監 視 デ バ イ ス ７ ０ が 第 １  
の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト １ ２ ａ の 制 御 装 置 １ ６ ａ に 組 み 込 ま れ て い て よ く 、 第 ２ の ア ク  
チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト １ ２ ｂ の 制 御 装 置 １ ６ ｂ に 組 み 込 ま れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 第 ２ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト １ ２ ｂ の 冗 長 的 な 圧 力 生 成 ユ ニ ッ ト ２ ２ ｂ へ と 圧 力 生 成  
機 能 を 早 期 に 移 行 さ せ る こ と で 、 第 １ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト １ ２ ａ の 電 圧 供 給 部 の 電  
気 的 負 荷 が 少 な く な り 、 電 圧 デ ィ ッ プ の 危 険 性 が 低 減 さ れ る 。 し た が っ て 第 １ の ア ク チ ュ  
エ ー タ ユ ニ ッ ト １ ２ ａ は 、 圧 力 生 成 機 能 を 例 外 と し て 、 引 き 続 き 用 途 に 即 し て 機 能 す る 。  
そ れ に 応 じ て 機 能 性 の あ る ブ レ ー キ 要 求 検 出 デ バ イ ス ４ ２ ～ ４ ６ に よ り 、 ブ レ ー キ 要 求 を  
直 接 的 に 表 す 入 力 量 を 利 用 す る こ と が で き 、 こ れ を 第 ２ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト １ ２ ｂ  
の 電 子 制 御 装 置 １ ６ ｂ に よ り 、 ポ ン プ 部 材 ５ ６ を 駆 動 す る た め の モ ー タ ２ ４ ｂ に 対 す る 作  
動 信 号 を 決 定 す る た め の 入 力 量 と し て 適 用 す る こ と が で き る 。 そ れ に よ り 、 第 ２ の ア ク チ  
ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト １ ２ ｂ に よ り 生 成 さ れ る ブ レ ー キ 圧 力 が 運 転 者 の 既 存 の ブ レ ー キ 要 求 に  
引 き 続 き 非 常 に 良 く 相 関 し 、 ブ レ ー キ プ ロ セ ス の 進 行 中 に お け る 非 人 力 ブ レ ー キ 設 備 １ ０  
の ブ レ ー キ 挙 動 の 変 化 が 運 転 者 に は ほ と ん ど 知 覚 で き な く な る 。 こ れ に 加 え て 、 同 じ く 引  
き 続 き 機 能 性 の あ る 第 １ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト １ ２ ａ の 圧 力 変 調 デ バ イ ス の 圧 媒 吸 入  
弁 ３ ２ と 圧 媒 吐 出 弁 ３ ４ が 、 車 両 の 走 行 安 定 性 の コ ン ト ロ ー ル 可 能 性 を 引 き 続 き 可 能 に す  
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る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 パ イ ロ ッ ト 走 行 式 の 自 動 車 の 非 人 力 ブ レ ー キ 設 備 １ ０ を 制 御 す る 上 に 説 明 し た 方 法 が 、  
図 ２ の フ ロ ー チ ャ ー ト を 用 い て 再 度 明 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 こ の 方 法 の 第 １ の ス テ ッ プ ８ ０ で 、 第 １ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト １ ２ ａ の 電 圧 供 給 部  
が 監 視 デ バ イ ス ７ ０ を 用 い て チ ェ ッ ク さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 こ の 第 １ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト １ ２ ａ の 潜 在 的 な 故 障 に 先 行 す る 可 能 性 が あ る 、 第  
１ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト １ ２ ａ の 電 圧 供 給 部 の 機 能 に お け る 機 能 制 約 ま た は 非 妥 当 性  
を こ の 監 視 デ バ イ ス ７ ０ が 確 認 す る と 、 付 属 の 第 １ の 電 子 制 御 装 置 １ ６ ａ に よ る 第 １ の ア  
ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト １ ２ ａ の モ ー タ ２ ４ ａ の 電 気 的 な 作 動 が 妨 げ ら れ る （ 符 号 ８ ２ ） 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 こ れ と 並 行 し て 符 号 ８ ４ で 、 回 路 分 離 弁 ４ ０ お よ び 圧 媒 吸 入 弁 ３ ２ の 既 存 の 電 子 式 の 作  
動 が 取 り 消 さ れ て 、 第 ２ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト １ ２ ｂ の 電 子 制 御 装 置 １ ６ ｂ に 通 信 信  
号 ９ ０ が 発 せ ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 こ れ を 受 け て 第 ２ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト １ ２ ｂ の 電 子 制 御 装 置 １ ６ ｂ が 切 換 弁 ６ ０  
を 遮 断 位 置 へ と 移 し 、 ブ レ ー キ 回 路 ２ ０ で の ブ レ ー キ 圧 力 の 生 成 の た め に 第 ２ の ア ク チ ュ  
エ ー タ ユ ニ ッ ト １ ２ ｂ の 圧 力 生 成 ユ ニ ッ ト ２ ２ ｂ の モ ー タ ２ ４ ｂ を 作 動 さ せ る （ 符 号 ８ ６  
） 。 モ ー タ ２ ４ ｂ に 対 す る 作 動 信 号 を 決 定 す る た め に 、 電 子 制 御 装 置 １ ６ ｂ は 第 １ の ア ク  
チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト １ ２ ａ の ブ レ ー キ 要 求 検 出 デ バ イ ス の 信 号 ９ ２ を 援 用 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 す な わ ち そ の 結 果 と し て 、 ブ レ ー キ プ ロ セ ス の と き に ブ レ ー キ 回 路 ２ ０ で 生 じ る ブ レ ー  
キ 圧 力 が 第 ２ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト １ ２ ｂ に よ っ て 生 成 さ れ 、 運 転 者 は 、 理 想 的 な 場  
合 に は 、 非 人 力 ブ レ ー キ 設 備 の 変 化 し た ブ レ ー キ 挙 動 を 知 覚 す る こ と が な い 。 最 後 に 、 電  
子 制 御 装 置 １ ６ の う ち の １ つ に よ っ て 音 響 式 お よ び ／ ま た は 光 学 式 の 警 告 信 号 ま た は 情 報  
信 号 ９ ４ を 運 転 者 に 発 す る こ と が で き 、 こ れ に よ っ て 運 転 者 は た と え ば 機 能 制 約 の 示 唆 を  
受 け 、 専 門 工 場 で 非 人 力 ブ レ ー キ 設 備 の 点 検 を 受 け る よ う 要 請 さ れ る 。 さ ら に 、 車 両 の パ  
イ ロ ッ ト 走 行 式 の 走 行 動 作 の ア ク テ ィ ブ 化 が 停 止 さ れ 、 ま た は 、 既 存 の パ イ ロ ッ ト 走 行 動  
作 が 中 断 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 請 求 項 １ の 構 成 要 件 に 基 づ く 本 発 明 の 基 本 思 想 か ら 逸 脱 す る こ と な く 、 上 述 し た 方 法 の  
改 変 ま た は 補 足 が 可 能 で あ る の は 自 明 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 １ ０   非 人 力 ブ レ ー キ 設 備
　 １ ２ ａ   第 １ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト
　 １ ２ ｂ   第 ２ の ア ク チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト
　 １ ４ ａ   第 １ の 電 圧 供 給 部
　 １ ４ ｂ   第 ２ の 電 圧 供 給 部
　 １ ６ ａ   第 １ の 電 子 制 御 装 置
　 １ ６ ｂ   第 ２ の 電 子 制 御 装 置
　 ２ ０   ブ レ ー キ 回 路
　 ２ ２ ａ   第 １ の 圧 力 生 成 ユ ニ ッ ト
　 ２ ２ ｂ   第 ２ の 圧 力 生 成 ユ ニ ッ ト
　 ２ ４ ａ   モ ー タ
　 ２ ４ ｂ   モ ー タ
　 ３ ２   圧 媒 吸 入 弁
　 ３ ４   圧 媒 吐 出 弁
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　 ４ ２ ～ ４ ６   ブ レ ー キ 要 求 検 出 デ バ イ ス
　 ７ ０   監 視 デ バ イ ス
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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